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今
年
７
月
、
日
本
海
に
面
す
る
元
ウ
ォ
ン
サ
ン山
葛カ
ル
マ麻
海
岸
観
光
地
区
が
つ

い
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
収
容
規
模
延
べ
２
万
人
の
宿
泊
施
設
を
擁
す

る
、
北
朝
鮮
初
の
大
規
模
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
２
０
１
８
年

元
日
の
新
年
の
辞
に
お
い
て
、
金キ

ム

正ジ
ョ
ン
ウ
ン恩
国
務
委
員
長
が
建
設
を
最

短
の
期
間
で
完
工
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
以
来
、
同
年
中
だ
け
で
も

５
月
、
８
月
、
11
月
に
自
ら
足
を
運
ん
で
現
地
指
導
す
る
ほ
ど
の
肝

煎
り
事
業
で
あ
っ
た
が
、
幾
度
も
工
期
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

厳
格
な
経
済
制
裁
に
加
え
、
20
年
以
降
の
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

発
生
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。

　

今
年
は
５
カ
年
計
画
の
最
終
年
で
あ
る
ば
か
り
か
、
10
月
に
は
支

配
政
党
で
あ
る
朝
鮮
労
働
党
が
創
建
80
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

大
型
リ
ゾ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
は
成
果
の
一
つ
と
し
て
誇
示
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
も
あ
る
が
、
最
近
は
他
の
分
野
で
も
順
調
に
成
果
が
出
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
20
年
３
月
に
着
工
さ
れ
た

平ピ
ョ
ン
ヤ
ン壌
総
合
病
院
も
今
年
２
月
に
よ
う
や
く
完
工
し
、
10
月
に
開
院

予
定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
平
壌
北
部
の
和

フ
ァ
ソ
ン盛

地
区
で
進
め

ら
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
も
進
捗
し
、
４
月
に
は
予
定
通
り

第
３
段
階
の
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
同
地
区
に
は
多
く
の
高
層
ビ

ル
が
林
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
平
壌
の
景
観
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

北
朝
鮮「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」と
し
て
の

ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

ロ
シ
ア
と
の
蜜
月
関
係
に
よ
り
経
済
制
裁
も
形
骸
化
。
好
景
気
を

享
受
す
る
北
朝
鮮
は
、
こ
の
ま
ま
軍
事
力
増
強
に
邁
進
す
る
の
か
。

・
ロ
シ
ア
と
の
軍
事
同
盟
化
で
「
血
盟
関
係
」
を
獲
得

・
中
朝
関
係
悪
化
の
中
で
手
に
し
た
経
済
的
利
益
と
抑
止
力

・
対
米
韓
「
待
ち
」
の
戦
略
に
。
交
渉
再
開
は
当
面
期
待
薄

慶
應
義
塾
大
学
教
授 

礒
﨑
敦
仁

い
そ
ざ
き　
あ
つ
ひ
と　
１
９
７
５
年
生
ま
れ
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
、
ソ
ウ

ル
大
学
大
学
院
留
学
。
在
中
国
日
本
大
使
館
専
門

調
査
員
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
客

員
研
究
員
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
北
朝
鮮
と
観

光
』『
北
朝
鮮
を
読
み
解
く
』、
共
著
に
『
最
新
版 

北
朝
鮮
入
門
』
な
ど
。
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「
戦
争
特
需
」
に
よ
る
空
前
の
好
景
気

　

兵
器
開
発
も
引
き
続
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。
３
月
に
は
新
型
の
無

人
ド
ロ
ー
ン
が
お
披
露
目
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
４
月
と
６
月
に
は
５

０
０
０
ト
ン
級
の
新
型
駆
逐
艦
が
進
水
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

超
音
速
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
戦
略
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
対
空
ミ
サ
イ
ル
な

ど
の
発
射
実
験
も
実
施
さ
れ
、
原
子
力
潜
水
艦
の
建
造
も
目
指
さ
れ

て
い
る
。

　

過
去
に
は
、
兵
器
開
発
に
集
中
す
る
が
あ
ま
り
に
民
生
経
済
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
が
、
現
在
の
北
朝
鮮
は
、
戦
争

特
需
に
よ
る
空
前
の
好
景
気
に
沸
い
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な

い
。
数
値
デ
ー
タ
で
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
金
正
恩
委

員
長
が
自
国
民
に
向
け
た
演
説
に
お
い
て
経
済
的
苦
境
に
触
れ
、
涙

を
流
す
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
演
説
内
容
か
ら
悲
壮
感
が
失

わ
れ
た
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
は
、
今
年
４
月
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
ロ
シ
ア

へ
の
派
兵
を
認
め
た
。「
ク
ル
ス
ク
地
域
の
解
放
作
戦
」
に
参
戦
す

る
こ
と
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
ネ
オ
ナ
チ
勢
力
」
を
殲
滅
す
る
の
に

重
大
な
貢
献
を
し
た
と
説
明
付
け
ら
れ
た
。

　

国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
ロ
シ
ア
が
自
ら
北
朝
鮮
か
ら
兵
器
を

輸
入
し
、
兵
士
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
経
済
制
裁
は
無
力
化
し

た
。
２
０
２
４
年
４
月
に
は
制
裁
決
議
の
履
行
状
況
を
調
査
す
る
専

門
家
パ
ネ
ル
も
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
見
返
り
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
ロ
朝
両
国
と
も
一
切
公
表

し
て
い
な
い
。
北
朝
鮮
国
内
で
は
、
現
在
の
好
景
気
は
あ
く
ま
で
も

「
偉
大
な
元
帥
様
」
の
指
導
の
た
ま
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、「
特
需
」

と
い
う
用
語
も
用
い
な
い
た
め
実
態
が
分
か
り
に
く
い
側
面
は
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
以
来
、
北
朝
鮮
は
「
反
帝
国

主
義
」、
す
な
わ
ち
反
米
の
立
場
か
ら
一
貫
し
て
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

プ
ー
チ
ン
政
権
の
政
策
を
支
持
し
て
き
た
が
、
戦
争
が
長
引
く
こ
と

に
よ
っ
て
モ
ス
ク
ワ
も
平
壌
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、

金
正
恩
政
権
下
、
ひ
い
て
は
北
朝
鮮
史
上
最
大
の
好
景
気
に
沸
い
て

い
る
よ
う
に
映
る
。

ロ
シ
ア
と
は
「
血
盟
関
係
」「
兄
弟
関
係
」

　

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
北
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
経

済
的
利
益
だ
け
で
は
な
い
。
２
０
２
４
年
６
月
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が

訪
朝
し
て
、
金
正
恩
委
員
長
と
包
括
的
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条

約
に
署
名
し
た
。
軍
事
同
盟
で
あ
る
。
冷
戦
期
に
も
同
様
に
ソ
朝
友

好
協
力
相
互
援
助
条
約
が
結
ば
れ
て
い
た
が
、
モ
ス
ク
ワ
と
平
壌
の

上
下
関
係
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
ソ
連
の
最
高
指
導
者
が
北
朝
鮮

を
訪
れ
た
こ
と
は
た
だ
の
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
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ば
、
現
在
の
ロ
朝
蜜
月
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

今
年
、
ロ
シ
ア
の
セ
ル
ゲ
イ
・
シ
ョ
イ
グ
国
家
安
全
保
障
会
議
書

記
は
わ
ず
か
３
カ
月
の
間
に
３
回
も
平
壌
を
訪
れ
た
。
そ
の
た
び
に

金
正
恩
委
員
長
は
自
ら
の
執
務
室
に
一
行
を
招
き
入
れ
、
ロ
シ
ア
に

対
す
る
「
無
条
件
の
支
持
」
を
表
明
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア

は
会
談
の
具
体
的
内
容
を
開
示
し
な
い
の
が
常
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア

メ
デ
ィ
ア
は
６
月
、
ク
ル
ス
ク
州
復
興
の
た
め
に
北
朝
鮮
が
工
兵
６

０
０
０
人
を
派
遣
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
報
じ
た
。
両
者
の
会
談

に
お
い
て
ロ
シ
ア
側
は
常
に
３
、
４
名
が
着
席
す
る
も
の
の
、
金
正

恩
委
員
長
は
自
ら
の
後
ろ
に
通
訳
を
同
席
さ
せ
る
だ
け
と
い
う
事
実

も
興
味
深
い
。

　

５
月
に
は
モ
ス
ク
ワ
で
「
戦
勝
記
念
日
」
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
が
開

催
さ
れ
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
で
ソ
連
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
勝
利

し
て
80
年
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
、
中
国
の
習
近
平
国

家
主
席
を
含
む
20
カ
国
以
上
の
外
国
首
脳
が
出
席
し
た
が
、
金
正
恩

委
員
長
は
欠
席
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ロ
シ
ア
を
軽
視
し
た
の
で
は
な

い
。
兵
器
供
与
の
み
な
ら
ず
派
兵
に
も
踏
み
切
っ
た
北
朝
鮮
は
、
血

を
流
し
て
い
な
い
他
国
と
は
別
格
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
か
ら

だ
。

　

２
０
１
９
年
６
月
に
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
板パ

ン
ム
ン門

店ジ
ョ
ムで

電
撃
的
に
対
面
し
た
際
に
、
韓
国
の
文ム
ン

在ジ
ェ
イ
ン寅

大
統
領
が
顔
を

出
し
た
こ
と
を
除
い
て
、
金
正
恩
委
員
長
が
マ
ル
チ
の
会
合
に
参
加

し
た
こ
と
は
な
い
。
他
国
指
導
者
の
中
で
ワ
ン
ノ
ブ
ゼ
ム
に
な
る
こ

と
を
避
け
る
ほ
か
、
警
備
上
の
懸
念
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

戦
勝
記
念
日
当
日
、
金
正
恩
委
員
長
は
崔チ

ェ

善ソ

ニ姫
外
相
や
趙チ
ョ

甬ヨ
ン
ウ
ォ
ン元

党
書
記
、
努

ノ
グ
ヮ
ン
チ
ョ
ル

光
鉄
国
防
相
ら
を
引
き
連
れ
て
朝
鮮
労
働
党
の
中
央

庁
舎
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る
ロ
シ
ア
大
使
館
を
訪
問
し
た
。
演
説
で

は
、「
強
力
な
国
家
の
老
練
な
指
導
者
を
最
も
親
し
い
友
人
、
同
志

と
し
て
い
る
こ
と
は
限
り
な
い
光
栄
だ
」
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
持

ち
上
げ
、
ロ
朝
関
係
を
「
血
盟
関
係
」「
兄
弟
国
家
」
だ
と
表
現
し

た
。「
血
盟
関
係
」
は
、
も
と
も
と
朝
鮮
戦
争
を
共
に
戦
っ
た
中
国

と
の
関
係
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
と
の
間
で
初
め
て
使

用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
の
「
兄
弟
国
家
」
は
、
金
正
恩
政
権

下
に
お
い
て
中
朝
関
係
の
文
脈
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

金
正
恩
委
員
長
が
平
壌
駐
在
の
外
国
公
館
を
訪
れ
た
の
は
初
め
て

で
あ
る
ば
か
り
か
、
同
行
者
に
は
「
最
も
愛
す
る
お
嬢
さ
ま
」（
北

朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
朝
鮮
中
央
テ
レ
ビ
の
映
像
を

見
る
と
、
こ
の
娘
は
外
相
や
国
防
相
ら
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
存
在
感

を
放
ち
、実
質
的
な
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

６
月
末
に
オ
リ
ガ
・
リ
ュ
ビ
モ
ワ
文
化
相
が
訪
朝
し
た
際
に
も
金
正

恩
委
員
長
の
歓
待
を
受
け
、
夜
の
記
念
公
演
に
は
娘
も
同
席
し
た
。
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７
月
11
日
に
は
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
が
訪
朝
し
た
。
到
着

し
た
の
は
平
壌
で
は
な
く
、
冒
頭
に
触
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
の
あ
る
元
山

葛
麻
空
港
で
あ
る
。
外
国
要
人
が
直
接
元
山
入
り
し
た
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
翌
日
に
は
金
正
恩
委
員
長
と
の
間
で
船
上
会
談
が

開
催
さ
れ
た
。
８
月
に
は
ビ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
ボ
ロ
ジ
ン
下
院
議
長

が
、
10
月
に
は
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
国
家
安
全
保
障
会

議
副
議
長
が
訪
朝
す
る
こ
と
も
決
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、
中
朝
間
に
お
い
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
往
来
は
全
く
見
ら
れ

ず
、
関
係
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
昨
年
は
国
交
樹
立
75

周
年
を
記
念
し
た
「
友
好
年
（
親
善
年
）」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
首
脳
会
談
は
お
ろ
か
盛
大
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
プ
ー
チ
ン
訪
朝
の
時
期
と
前
後
し
て
、
中
朝
関
係
の
悪
化
が

表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
中
朝
間
に
は
相
互
不
信
が
根
深
い
。
北
朝
鮮
が
核
実
験

を
続
け
て
い
た
17
年
に
は
、
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新
聞
」
が

中
国
を
名
指
し
で
批
判
す
る
ほ
ど
関
係
は
悪
化
し
て
い
た
。
金
正
恩

政
権
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
が
社
会
主
義
の
同
盟
国
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
米
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
経
済
制
裁
を
厳
格
化
し
た
こ
と

に
憤
り
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
労
働
新
聞
」
で
中
国
関

連
の
記
事
は
激
減
し
た
が
、
表
面
的
に
は
友
好
関
係
を
う
た
っ
て
い

る
た
め
、
当
時
ほ
ど
の
悪
化
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

北
朝
鮮
情
勢
に
お
い
て
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
明
ら
か
な

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
。
戦
争
が
長
引
く
限
り
、
ロ
シ
ア

は
北
朝
鮮
を
兵
站
基
地
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
プ
ー
チ
ン
政

権
は
北
朝
鮮
の
核
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

こ
の
点
に
お
い
て
も
習
近
平
政
権
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
国
連

安
保
理
の
常
任
理
事
国
と
経
済
面
、
軍
事
面
で
も
関
係
を
深
化
で
き

る
の
だ
か
ら
、
北
朝
鮮
と
し
て
は
中
国
と
の
関
係
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て

で
も
対
ロ
一
辺
倒
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
。

核
ミ
サ
イ
ル
の
重
要
性
を
再
確
認

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
、
大
国

の
無
慈
悲
さ
を
実
感
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
金
正
恩
政
権
は
、
対

米
抑
止
力
と
し
て
核
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
集
中
し
て
き
た
こ
と
が
正

し
か
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
保
理
常
任

理
事
国
に
よ
る
隣
国
へ
の
侵
攻
は
国
連
の
限
界
を
再
確
認
さ
せ
る
も

の
と
な
り
、
ロ
シ
ア
と
同
盟
関
係
に
あ
る
北
朝
鮮
の
兵
器
開
発
は
ま

す
ま
す
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
６
年
１
月
に
は
第

９
回
朝
鮮
労
働
党
大
会
が
開
催
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
新
た
な
５

カ
年
計
画
が
い
か
な
る
も
の
と
な
る
か
注
目
さ
れ
る
。

　

現
況
は
、
曲
が
り
な
り
に
も
金
正
恩
委
員
長
自
ら
「
非
核
化
」
を

口
に
し
て
い
た
18
〜
19
年
当
時
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
ハ
ノ
イ
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で
の
第
２
回
米
朝
首
脳
会
談
が
決
裂
で
終
わ
っ
た
直
後
、
当
時
外
務

次
官
だ
っ
た
崔
善
姫
は
記
者
会
見
で
、
金
正
恩
が
「
朝
米
の
取
引
に

対
し
て
少
し
意
欲
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
触
を
受
け

た
」「
今
後
こ
の
よ
う
な
機
会
が
再
び
米
側
に
設
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
、
私
も
断
言
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

２
０
１
９
年
４
月
、
金
正
恩
委
員
長
は
施
政
演
説
で
「
年
末
ま
で

は
忍
耐
を
持
っ
て
米
国
の
勇
断
を
待
つ
」
と
述
べ
た
が
、
米
国
が
歩

み
寄
る
こ
と
は
な
く
、
同
年
末
に
は
「
米
国
の
対
朝
鮮
敵
視
が
撤
回

さ
れ
、
朝
鮮
半
島
に
恒
久
的
で
強
固
な
平
和
体
制
が
構
築
さ
れ
る
ま

で
、
国
家
安
全
の
た
め
に
必
須
で
先
決
的
な
戦
略
兵
器
開
発
を
中
断

な
く
引
き
続
き
粘
り
強
く
進
め
て
い
く
」
と
の
表
現
で
「
新
た
な

道
」
に
歩
み
出
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
軍
事
力
強
化
を
図
り
つ

つ
経
済
制
裁
を
自
力
で
克
服
す
る
と
い
う
、「
正
面
突
破
戦
」
を
宣

言
し
た
の
で
あ
る
。

　

22
年
９
月
に
は
核
の
先
制
使
用
を
認
め
る
新
た
な
核
ド
ク
ト
リ
ン

「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
核
兵
力
政
策
に
つ
い
て
」
を
提
示

し
た
。
核
開
発
は
対
米
抑
止
に
過
ぎ
な
い
と
の
従
来
姿
勢
か
ら
大
き

く
転
換
し
た
こ
と
に
な
る
。
23
年
９
月
に
は
憲
法
を
改
正
し
て
「
核

兵
器
の
発
展
を
高
度
化
」
す
る
と
の
内
容
を
明
記
し
た
。
12
年
４
月

の
改
正
で
既
に
「
核
保
有
国
」
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
金キ

ム

正ジ
ョ
ン
イ
ル日

国
防
委
員
長
の
業
績
と
し
て
言

及
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

18
年
中
、
マ
イ
ク
・
ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長
官
（
同
年
４
月
ま
で
Ｃ

Ｉ
Ａ
長
官
）
は
４
回
も
平
壌
を
訪
問
し
て
金
正
恩
の
「
非
核
化
」
意

思
を
確
認
し
て
い
た
が
、
７
年
の
月
日
を
経
て
、
い
ま
頻
繁
に
北
朝

鮮
詣
で
を
し
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
の
シ
ョ
イ
グ
で
あ
る
。

日
米
韓
連
携
の
「
限
界
」

　

北
朝
鮮
の
経
済
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
外
貨
獲
得
は

自
国
経
済
が
息
を
吹
き
返
す
の
に
十
分
な
役
割
を
果
た
す
。
今
年
に

入
っ
て
か
ら
、
金
正
恩
委
員
長
が
兵
器
工
場
を
何
度
も
訪
れ
て
施
設

の
拡
張
を
繰
り
返
し
命
じ
て
い
る
の
は
、
ロ
朝
蜜
月
が
長
続
き
す
る

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
中
で
、
戦
争
特
需
が
成
り
立
つ
間
に
稼
げ
る

だ
け
稼
い
で
お
こ
う
と
の
姿
勢
か
ら
で
あ
る
。

　

経
済
が
潤
う
ば
か
り
か
、
ロ
シ
ア
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
抑
止
力
強

化
を
図
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
対
米
交
渉
を
急
ぐ
必
要
も

な
く
な
っ
た
。
北
朝
鮮
に
は
自
ら
譲
歩
す
る
意
思
も
必
然
性
も
な

く
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
レ
ガ
シ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
に
再
交

渉
を
求
め
て
大
幅
譲
歩
し
て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
て
ば
い
い
だ
け

の
こ
と
で
あ
る
。

　

制
裁
解
除
を
求
め
て
い
な
い
現
在
の
北
朝
鮮
に
と
っ
て
、
韓
国
と

の
交
渉
再
開
も
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
。
国
家
情
報
院
長
や
統
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一
部
長
官
ら
の
布
陣
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
北
朝
鮮
に
と
っ

て
李イ

在ジ
ェ
ミ
ョ
ン明
政
権
は
脅
威
に
な
り
得
な
い
。
文
在
寅
大
統
領
か
ら
大

き
な
合
意
を
引
き
出
せ
て
も
履
行
に
は
至
ら
ず
、
米
朝
関
係
が
先
行

し
な
い
限
り
、
韓
国
と
の
関
係
を
動
か
し
て
も
意
味
が
な
い
と
い
う

教
訓
が
残
っ
た
。
２
０
２
３
年
末
か
ら
、
金
正
恩
委
員
長
は
韓
国
を

外
国
扱
い
し
て
南
北
統
一
を
否
定
し
て
お
り
、
24
年
10
月
に
は
韓
国

を
「
徹
底
的
な
敵
国
」
と
す
る
憲
法
改
正
も
行
わ
れ
た
。
当
面
、
南

北
対
話
再
開
の
見
通
し
は
極
め
て
暗
い
。

　

日
米
韓
は
対
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
り
、
中
国
の
協
力
を
引
き
出
す

た
め
に
努
力
し
て
き
た
が
、
そ
れ
も
水
泡
に
帰
し
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
北
朝
鮮
情
勢
の
カ
ギ
を
握
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
急
浮
上
し

た
の
は
ロ
シ
ア
で
あ
り
、
こ
れ
は
６
カ
国
協
議
を
主
宰
し
た
20
年
前

の
中
国
台
頭
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
出
来
事
で
あ
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
冷
戦
終
結
に
伴
っ
て
国
際
的
孤
立
と
未
曾

有
の
経
済
難
に
陥
っ
た
１
９
９
０
年
代
の
北
朝
鮮
像
を
い
ま
だ
引
き

ず
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
金
正
日
委
員
長
は
当
時
、
外
交

的
、
経
済
的
苦
境
か
ら
脱
す
る
た
め
に
日
朝
首
脳
会
談
に
応
じ
、
日

本
人
拉
致
の
事
実
を
認
め
て
謝
罪
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
北
朝
鮮

は
、
成
長
を
続
け
る
中
韓
両
国
の
支
援
も
あ
っ
て
経
済
を
回
復
さ

せ
、
い
ま
や
ロ
朝
蜜
月
に
よ
っ
て
経
済
制
裁
も
形
骸
化
し
た
。
そ
も

そ
も
小
泉
純
一
郎
首
相
は
制
裁
で
は
な
く
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
拉
致

被
害
者
を
奪
還
し
て
い
る
こ
と
を
直
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
日
米
韓
の
連
携
」
が
実
質
的
な
進
展
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
現

実
も
あ
る
。
対
北
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
は
情
報
の
共
有
な
ど
現
場
レ

ベ
ル
で
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
政
策
レ
ベ
ル
で
３
カ

国
が
歩
調
を
揃
え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　

日
本
政
府
は
北
朝
鮮
に
対
し
て
最
も
厳
格
な
制
裁
を
課
し
て
お

り
、
２
０
１
０
年
以
降
は
輸
出
入
と
も
に
ゼ
ロ
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
韓
国
は
保
守
で
あ
る
李イ

明ミ
ョ
ン
バ
ク博
政
権
も
朴パ
ク

槿ク

ネ恵
政
権
も
北

朝
鮮
に
巨
額
の
外
貨
を
流
し
続
け
て
い
た
。
北
朝
鮮
問
題
に
対
し
て

韓
国
は
当
事
者
意
識
が
強
く
、
日
本
の
主
張
に
耳
を
傾
け
る
の
に
も

限
界
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
心
は
、
関
税
交
渉
や
対
ロ
シ
ア
、
中
東
問

題
に
向
け
ら
れ
、
北
朝
鮮
問
題
に
本
腰
を
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
読

み
づ
ら
い
。
北
朝
鮮
側
か
ら
譲
歩
す
る
こ
と
が
な
い
と
な
れ
ば
、
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
が
第
２
期
政
権
末
期
に
キ
ュ
ー
バ
と
国
交
を

正
常
化
し
た
と
い
う
レ
ガ
シ
ー
を
想
起
し
て
、
米
朝
国
交
正
常
化
を

提
案
す
る
と
い
っ
た
大
幅
譲
歩
を
示
す
局
面
が
訪
れ
る
か
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
そ
の
時
、
日
韓
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
引
き

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ロ
朝
蜜
月
と
い
う
地
殻
変
動

の
中
で
、
北
朝
鮮
情
勢
が
さ
ら
に
流
動
化
す
る
可
能
性
に
備
え
る
必

要
が
あ
る
。


